
　

平
成　

年
度
は
、
地
方
の
み
な
ら
ず
日
本
全

２６

体
が
抱
え
る「
人
口
減
少
」と
い
う
大
き
な
課
題

に
、
オ
ー
ル
岩
見
沢
の
体
制
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
１
年
間
だ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
地
域
経
済
の
縮
小
を
呼
び
、
地

域
経
済
の
縮
小
が
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
と

い
う
悪
循
環
を
絶
つ
た
め
に
も
、
地
域
の
実
情

を
的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
地
方
が
自
ら
考

え
、
地
域
が
持
つ
特
性
や
資
源
を 
活 
か
し
な
が

い

ら
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

市
は
、
人
口
減
少
問
題
を
最
重
要
課
題
に
位

置
付
け
、
昨
年　

月
に
若
手
職
員
を
中
心
と
し

１０

た「
人
口
減
少
対
策
」お
よ
び「
地
域
経
済
活
性

化
対
策
」の
組
織
横
断
型
課
題
対
策
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
現
在
、
専
門
的
な
調
査
、
分
析
も

含
め
て
多
様
な
視
点
か
ら
議
論
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
人
口
の

パ
イ
を
増
や
す
、
経
済
の
パ
イ
を
増
や
す
と

い
っ
た
積
極
的
な
戦
略
と
と
も
に
、
一
定
の
人

口
の
減
少
は
あ
る
も
の
と
し
た
う
え
で
の
調
整

的
な
戦
略
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
な
が
ら
、
相
乗
効
果
を
高
め
る
取
り
組
み
も

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
基
本
認
識
を

共
有
し
な
が
ら
、
課
題
対
策
チ
ー
ム
で
の
検
討

を
ベ
ー
ス
に
、
岩
見
沢
市
の
未
来
を
見
据
え
、

適
切
な
目
標
を
設
定
し
た
う
え
で「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
岩
見
沢
版
総
合
戦
略
」を
策

定
し
、
そ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
い
う
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
市
民
、

町
会
、
市
民
活
動
団
体
、
企
業
、
大
学
な
ど

様
々
な
主
体
の
活
動
に
よ
る
共
創
・
協
働
が

あ
っ
て
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
こ
そ
、

岩
見
沢
の
ま
ち
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
新
年
度
に
お
い
て
も
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と

を
基
本
に
、「
行
政
改
革
大
綱
」、「
中
長
期
財
政

計
画
」お
よ
び「
職
員
定
員
管
理
計
画
」を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
着
実
に
具
現
化
を
図
り
、
市
役
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予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算
自立と活性化を
目指して！

は
じ
め

は
じ
め
にに

市政方市政方針針とと

予予算算

2平成27年4月   　　　　　　　

予算総額　９０５億３,５００万円
　　　一般会計　４６６億円
　　　特別会計　２２６億７,７００万円
　　　企業会計　２１２億５,８００万円

平成２７年度

所
改
革
と
行
財
政
改
革
に
不
断
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
オ
ー
ル
岩
見
沢
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
市
政
運
営

の
基
本
は
、「
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
信
頼
」と
申

し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
姿
勢
を
堅
持
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
中
に
出
向
き
、
多
く
の
方
と
対
話
し
、
と

も
に
知
恵
を
絞
り
、
現
場
主
義
の
も
と
で
市
政

へ
の
信
頼
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
常
に
市
民
の

立
場
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
本

位
の
市
政
、
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
市
役
所
は
サ
ー
ビ
ス
業
で

あ
り
、
様
々
な
地
域
課
題
や
多
様
化
・
高
度
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
職
員
の
能
力
を
さ
ら
に
高
め
、
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
四
季
を
通
し
て
豊
か
な
自
然
環
境
と

交
通
の
利
便
性
を 
活 
か
し
、
災
害
に
強
い
安

い

全
・
安
心
な
ま
ち
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
健
康
で

暮
ら
せ
る
市
民
生
活
の
質
の
向
上
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
自
立
と
活
性
化
を
図
る
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
、
次
の
世
代
に
誇
り
と
責

任
を
持
っ
て
、
岩
見
沢
の
ま
ち
を
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
姿

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢勢

3 平成27年4月 　　　　　　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
平
成　
年
度
予
算
の
重
点
分
野
を
紹
介

２７

安
全
・
安
心
な
体
制
の

確
立

環
境
の
保
全
と

衛
生
対
策

快
適
な
市
民
生
活
の

基
盤
整
備

子
ど
も
・
子
育
て
の　

支
援

教
育
の
充
実
と

生
涯
学
習
の
推
進

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

健
康
・
福
祉
の
推
進

農
林
業
の
振
興

商
工
業
・
観
光
の
振
興

新
産
業
の
創
出
と　

雇
用
の
確
保

市
民
と
行
政
の

連
携
・
協
働

自
立
し
た

自
治
体
経
営
の
確
立

防
災
対
策
の
強
化
、
雪
対
策
の
推
進
、
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
確
保

循
環
型
社
会
の
形
成
推
進
、
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
、

緑
豊
か
な
環
境
の
整
備

住
宅
・
住
環
境
の
整
備

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
、
児
童
の
健
全
育
成
、
療
育

体
制
の
充
実

充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
の
推
進

芸
術
文
化
の
振
興

地
域
福
祉
の
向
上
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
高
齢
者
施

策
の
推
進
、
医
療
体
制
の
充
実

農
業
の
持
続
的
な
発
展

活
力
あ
る
商
工
業
の
形
成
、 
賑 
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街

に
ぎ

地
の
創
出
、
魅
力
あ
る
観
光
の
展
開

新
産
業
の
創
出
と
雇
用
の
確
保

市
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働

効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進
、
職
員
の
意
識
改
革
と
能

力
開
発

平成２７年度予算の重点分野

岩見沢の持つ地域特性や優位性を見つめ直し、人口減少社会に的確に対応するとともに、市民の行政サービ

スに対する満足度を高め、子どもから高齢者までの誰もが、明るく生きがいを持って暮らせるまちづくり

市民とともに
築くまちづくり 地域経済の活性化

市民の健康な暮らしと
子ども・子育て支援

市民の安全・安心な
暮らし



安全・安心な体制の確立
《防災対策の強化》

　渇防災対策事業【２,２６９万円】
　　防災訓練等により防災意識を向上。非常時
用備蓄品、資機材整備の充実

　葛消防庁舎建設事業【７,９１２万円】
　　消防力の強化を図るため、消防・救急活動、
災害対応の拠点となる新消防庁舎の建設に
向けた設計を実施

　葛消防救急デジタル無線整備事業【４億２,９２５万円】
　　使用期限を迎えるアナログ方式の消防救急
無線からデジタル方式への移行を図る

《雪対策の推進》

　葛除排雪事業【１３億２,８６４万円】
　　ダンプトラック２台を増強するほか、除雪
専用車、大型・小型ロータリー車を各１台更
新し、迅速かつ機動的な除排雪体制の強化

　渇地域除排雪活動支援事業【１,７１８万円】
　　社会福祉協議会と連携し、町会（自治会）に
よる高齢者世帯等の通路確保を支援。高齢
者世帯等への屋根の雪下ろし費用の助成

《安全・安心な生活環境の確保》

　葛生活交通確保対策事業【４,１０９万円】
　　市民生活に欠かせない公共交通を確保し、

利便性の高い公共交通網の整備に向けた具
体的な取り組みを検討

　渇栗沢地区整備事業【３億７,７７５万円】
　　地域防災拠点としての機能を担い、市民が
憩い集える栗沢支所新庁舎を整備。栗沢駅
前広場を整備。跨線橋の長寿命化を図る

環境の保全と衛生対策
《循環型社会の形成推進》

　葛ごみ処理対策事業【１４億４,１６５万円】
　　循環型社会の形成を目指し、新たなごみ処
理方法に沿った施設の運営。不法投棄や
誤った分別など不適正排出の対策やごみの
有料化の運営

　渇ごみ減量化推進事業【５,５１１万円】
　　いわみざわ環境クリーンプラザいわ☆ぴか
の見学会やイベントを通じて、ごみの減量
化・再資源化を啓発

快適な市民生活の基盤整備
《住宅・住環境の整備》

　渇道路新設改良事業【１８億８,７００万円】
　　道路整備５か年計画や地域の要望等に基づ
き、道路改良舗装や歩道造成等を実施

　葛街路事業【１億８,９２０万円】
　　西２０丁目通、東１７丁目通の整備を行うため
の、物件補償や測量などを実施。駅前１西
６街区を整備

　葛市営住宅建設事業【４億３,４８６万円】
　　栗沢栄団地の建て替え。２条団地の建て替
えに向けた設計等を実施

葛：新規・拡充事業　渇：継続事業

4平成27年4月   　　　　　　　

市政の基本である市民の安全・安心の確

保と生活の質の向上に資するため、防

災対策や雪対策の充実・強化に努めると

ともに、循環型社会の形成を目指し、新

ごみ処分場の供用開始やごみの有料化

を通じたごみの分別、減量、再資源化を

推進するほか、消防・救急活動、災害対

応の拠点となる消防庁舎の移転新築に

向けた取り組みなどを推進します。

市民の安全・安心市民の安全・安心なな
暮ら暮らしし

子どもたちが健やかに成長し、楽しく

子育てができるまちの実現に向け、子

育て支援機能の集約や屋内型の遊び場

の整備拡充を進めるとともに、質の高

い教育環境の充実を図るほか、市民の

健康の保持・増進、疾病の予防や早期発

見への対応を進めるなど、良質な子育

て環境や市民の健康な暮らしを守る取

り組みを推進します。

子ども・子育ての支援
《子育て支援体制の充実》

　葛不妊治療費助成事業【１,０００万円】
　　体外受精や人工授精などの不妊治療費の一
部を助成

　葛子ども・子育て支援事業【２,７０５万円】
　　子育て支援センターを拠点に、子育てや療
育などの相談、ショートステイやファミ
リーサポート支援者の育成を実施

　葛病児・病後児保育運営事業【１,８６７万円】
　　子どもが病気の際、自宅での保育が困難な
場合に一時保育することで、子育てと就労
の両立を支援（今月号の８～９ページで紹介）

　渇産前産後ヘルパー事業【６７５万円】
　　産前産後の身体的・精神的負担の軽減を図
るため、妊娠届時から出産後１年以内の家
庭にヘルパーを派遣

　葛子育て支援拠点整備事業【４億４,５３０万円】
　　屋内型の遊び場の整備拡充などで、中心市
街地に子どもと子育ての機能を集約し、子
育て支援の充実を図る

　葛栗沢地域子育て施設等整備事業【３,０６０万円】
　　保育所と幼稚園を一体的に運営する施設を
整備。地域住民と子どもたちが一緒に活動
できる環境を整備

　

《児童の健全育成》

　葛留守家庭児童対策事業【６,６７０万円】
　　放課後、保護者が不在の児童を支援。公設
の放課後児童クラブの開館時間を延長

《療育体制の充実》

　葛特別支援教育推進事業【３,８６５万円】
　　心身に障がいを持つ児童・生徒などの自立
と社会参画に向けた就学指導と必要な支援

教育の充実と生涯学習の推進

《充実した教育環境の整備》

　葛小学校校舎等耐震化事業【７億９,７６７万円】
　　南小学校、東小学校、幌向小学校の校舎等
の耐震補強工事等を実施

健康・福祉の推進

《健康づくりの推進》

　葛健康寿命延伸事業【７,４１４万円】
　　健康寿命の延伸を目指し、いつまでも健康
で生きがいを持ち、住み慣れたまちで暮ら
すことができるよう、市民の健康づくりを
支援

葛：新規・拡充事業　渇：継続事業

5 平成27年4月 　　　　　　

市民の健康な暮らし市民の健康な暮らしとと
子ども・子育て支子ども・子育て支援援



農林業の振興

《農業の持続的な発展》

　渇地域情報化推進事業【２,２９３万円】
　　高精度位置データと農業気象予測、農業支
援データを連動させる日本初の取り組みに
よる、営農作業の効率化に向けた実証

　葛担い手・農業法人等育成支援事業【３,２６７万円】
　　農業後継者の確保や経営者の所得向上を図
るための支援や新規就農者誘致のための支
援を実施

商工業・観光の振興

《活力ある商工業の形成》

　渇商工金融円滑化事業【１３億４,１３７万円】
　　中小企業の円滑な資金調達を図り、中小企
業の事業振興、経営基盤の強化と安定化を
促進

《 賑 わいのある中心市街地の創出》
にぎ

　葛中心市街地活性化対策事業【６,４７８万円】
　　中心市街地に都市機能の集約を進め、既存
のインフラを有効活用しコンパクトなまち
づくりを進めることで、居住者人口、歩行
者等通行量、従業者数を増加させ、活力あ
る中心市街地を形成

新産業の創出と雇用の確保

《新産業の創出と雇用の確保》

　葛職業能力向上事業【１,１０６万円】
　　技能者の養成と技術向上を図り、労働力の
安定と企業の発展に寄与する

葛：新規・拡充事業　渇：継続事業

地域経済の活性地域経済の活性化化

基幹産業である農業の振興を図るため、

農業後継者の確保やＩＣＴの活用によ

る生産の効率化と省力化などを推進す

るほか、中小企業のニーズや実態を踏

まえた融資制度による経営基盤の強化・

安定化の推進、「まちなか活性化計画」

に基づく中心市街地の 賑 わいの創出、
にぎ

地域産業の育成や雇用の創出などを推

進し、地域産業・経済の活性化を図りま

す。
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平成２７年度予算 重点分野の取り組みは、
一部を抜粋して掲載しています。
なお、詳細は市ホームページに掲載して
います。

　
平
成　
年
度
の
予
算
は
、
中
長
期
財
政

２７

計
画
を
踏
ま
え
、「
選
択
と
集
中
」の
視
点

に
立
ち
、
事
業
目
的
別
予
算
編
成
の
手
法

に
よ
り
、
必
要
な
事
務
事
業
の
新
設
、
既

存
の
事
務
事
業
の
見
直
し
や
再
構
築
を
行

い
、
各
事
業
の
相
乗
効
果
を
図
る
と
と
も

に
、
効
果
的
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の

集
中
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
は
、　
４６６

億
円
、
前
年
度
比　
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、

８.８

特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
全
会

計
の
総
額
は　
億
３
千　
万
円
、
前
年
度

９０５

５００

比　
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

５.６
　
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
７
億
円
の
繰
り
入
れ
を
い
た
し
ま

市民と行政の連携・協働

《市民と行政の連携・協働》

　渇市民参画・協働のまちづくり推進事業【２,０９８万円】
　　市民参画・協働のまちづくりを進めるため、
地域の安全安心に対する取り組みやコミュ
ニティ活動などの支援、岩見沢市まちづく
り基本条例の周知活動などを実施

　葛地域おこし推進事業【４２０万円】
　　地域おこし推進員が、美流渡サービスセン
ターを拠点に、東部丘陵地域の振興に資す
る活動を展開

自立した自治体経営の確立

《効率的な行政経営の推進》

　渇公共施設マネジメント推進事業【４５０万円】
　　人口減少や財政状況など、将来を見据えた
公共施設マネジメントの推進を図るため、
計画的な管理計画の策定に向けた取り組み
を進める

《職員の意識改革と能力開発》

　渇職員研修事業【７５１万円】
　　地方分権時代に見合った質の高い公共サー
ビスを提供できる人材の育成を目指し、研
修専門機関等に職員を派遣することで、実
務の専門性の向上を図る

葛：新規・拡充事業　渇：継続事業

市市民ととも民とともにに築く築く
まちづくまちづくりり

４月から施行する「岩見沢市まちづくり

基本条例」に基づくまちづくりの推進に

努めるほか、市政地区懇談会などを通

じて積極的に説明責任を果たしながら、

市民ニーズを的確に把握し、市民と行

政の連携・協働を促進するとともに、行

政改革大綱の基本理念である「経営型行

政運営」への転換に向けて、職員の意識

改革や能力開発を促し、未来に誇りを

持って引き継ぐことができるまちづく

りを推進します。
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す
が
、
持
続
可
能
な
自
立
し
た
行
財
政
基

盤
の
確
立
に
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
、

重
点
的
に
取
り
組
む
分
野
と
し
て
位
置
づ

け
た
施
策
を
は
じ
め
、
施
策
全
般
に
わ
た

り
的
確
に
対
応
す
る
予
算
を
編
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
平
成　
年
度
補
正
予
算
が

２６

２
月
３
日
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
」の
う
ち
、「
地
域
消
費
喚
起
・
生

活
支
援
型
」に
つ
い
て
は
、
市
内
で
利
用

で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
、
建
設
券

の
発
行
や
子
育
て
世
帯
へ
の
商
品
券
の
交

付
を
予
定
す
る
と
と
も
に
、「
地
方
創
生
先

行
型
」に
つ
い
て
は
、「
岩
見
沢
版
総
合
戦

略
」の
策
定
経
費
、
農
業
後
継
者
対
策
や

雇
用
促
進
に
向
け
た
人
材
育
成
事
業
、
さ

ら
に
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
の
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
補
正
予
算
が
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
バ
イ
岩
見
沢
運
動
の
展
開
に

つ
な
が
り
、
平
成　
年
度
予
算
の
各
種
施

２７

策
と
相
乗
効
果
を
生
む
こ
と
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
と
い
う
地
方
自
治
の
本
旨
に

沿
っ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
予
算
の

執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
先
　
市
企
画
室


